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No. 32 (1987) 

ヘキセストロール立体異性体の微小管形成におよ｛ます影響

佐藤良博，榊原由美子，小田泰子，長谷川清

〔日：本薬学会第 107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 先に合成エストローゼンの diethylstilbestrol(DES）関連化合物の invitroにおけ

る微小管形成阻害活性について報告した（第 106年会，千葉〉。今回はさらに dl-hexestr叫の 光

学分割を行い，（＋）体，〈一〉体それぞれの活性を dl－および meso-hexestrolと比較し，構造と

活性の関係を検討することを目的とした。また，これらの化合物の微小管附随タンパク（MAPs)

存在下での PC-tubulinの重合におよぼす作用についても検討した。

〔方法〕 Shelanskiらの方法によりプタ脳より精製した微小管タンパクおよびそれから得た

PC-tubulinおよび MAPs〈タウおよび MAP2）を用い，濁度測定法により微小管形成におよぼ

すこれら化合物の影響を調べた。

〔結果と考察〕 Hexestrolの〈＋〉体，（ー〉体， dl－体および meso－体について徴小管タンパ

ク（3mg/ml)に対する重合阻止活性を調ベ， lOOμMでの重合阻止活性の大きさは dl帽体＞

meso－体＞〈ー）体＞（＋〉体の順であった。 200μMではどの化合物も微小管形成をほぼ完全

に阻止した。また， MAPsのタウまたは MAP2存在下における PC-tubulinの重合は， meso-

hexestrolによりいずれの場合にも阻止されることが明らかになった。（＋〉体，〈一〉体および

dl－体の影響については現在，実験中であるo
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ジヒドロラノステ口一JL-からコレステローJL,への生合成におよ｛ます

酸素化ラノステローJL,の影響

園田よし子，関川善夫，佐藤良博

〔日本薬学会第 107年会（1987年4月，京都）で発費〕

OH 

〔目的〕 昨年の本年会においてジヒドロラノステロールからのコレステロール生合成に対し，

骨格に酸素官能基を有するラノステロール誘導体の阻害作用につき検索し，組審作用発現には骨

格に験素官能基と共に J8の二重結合の存在が必須であることを報告した。今回，コレステロー
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